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発 達 と 心 理



藤岡　 　ドリー ミングのための覚え書 き

ド リ ー ミ ン グ の た め の 覚 え 書 き

藤 岡 喜 愛*

I

　ドリーミング が示唆す ること

Ⅱ.気 功か ら自然 を感 じること

Ⅲ

.ドリーミング を理解す ること

1.ドリーミング が 示 唆す る こ と

　 「昔,昔,お じい さ ん とお ば あ さ んが 暮 ら して い ま した 。 … 」 とい うよ うに,お と

ぎぱ な しや民 話 の た ぐい は,〈 昔 の 話 〉 と して私 の 心 に 宿 って きた。 それ が,オ ー ス

トラ リア に縁 が あ って,ア ボ リジ ニの文 化 に 触 れ た とた んに,心 に こだわ りが 生 まれ

た 。 ドリー ム とい うこ とが あ って,そ れ は世 界 生成 の話 であ りな が ら,同 時 に 現在 型

で 生 き続 け てい る話 で もあ る とい う。 ド リー ムは,古 事 記 とそ の 内 容 こそ異 な るが,

や は り神話 の語 り口を示 して い る。 従 ってそ れ は 神話 で あ りな が ら現在 の生 活 規 範 で

も あ る とい う 【ISSAcs　1980】。 す る と私 た ちは,ア ボ リジ ニの 心 の 中 に,精 神 世 界 の

中 での 一 つ の生 け る化 石 を見 て い る こ とに な る のだ ろ うか。

　 巨大 な 虹 の蛇 が,原 初 の時 代(dream　 time)に の た く って,今 の 山や 川 が で きた 。

人 間 も含 め た あ らゆ る生 き物 の世 界 が 始 ま り,そ れ は 今 も虹 の蛇 に よ って維 持 され て

い る。 ア ボ リジ ニは い ま も秘 密 の儀 礼 を 通 して,歌 と踊 りに よって,そ の こ とを た た

え る。 虹 の蛇 す なわ ち大地 の母 は,同 時 にす べ ての 生 き物 の母 であ り,そ の美 し くも

巨大 な姿 を,今 な お雨 上 が りの空 に 顕 現 す る。

　 この世 界 に あ るす べ て の もの は,山,川,す べ て の 生 き物 は,人 間 もむ ろん の こ と,

互 い に生 命 を ひ び かせ 合 い,ま たそ れ を 通 して,神 話 的,超 自然 的 な存 在 もま た躍 動

して い る ので あ る。 す べ て は過 去 ・現 在 ・未来 を通 して一 体 で あ り,生 命 の 本質 を共

有 して い る。そ れ は,現 在 に も とつ い て過 去 を推 定 す る とい った よ うな こ とでは な く,

生 命 も 自然 物 も本 質 的 に一 体 で あ り,創世 の時 す なわ ち ドリー ム ・タイ ムか ら未 来 へ,

永 遠 に つ づ く一 つ の世 界,ド リーム とは,そ の よ うな世 界 の認 識 の こ とであ る。

　 ア ーネ ムランド の,岩 壁 の あ る地 域 には,精 霊 た ち は 自らの 姿 と と もに ドリー ムの
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世 界 を みず か ら描 きの こ し,い ま な おそ こに 生 きつ づ け,岩 壁 の な い とこ ろで は,人

は 樹 皮 画 と して ドリー ムを伝 承 し続 け る。 人 々に とっ てそ れ は過 去 で あ る と同 時 に現

在 で あ る。

　 以 上 は アイ ザ ッ クス　IlsAAcs　 1980,1984】,バ ー ソ ト 【BERNDT　 1982】,ル イ ス

ILEw　Is&RosE　 l　988】,ノ ー ヌ カ ル　 【NooNuccAL　 1988],ウ ォ ー ナ ー　 【WARNER

1969】,ス タ ナ ー　 【STANNER　 1979],そ の他 の文 献 を見 る うちに,ド リー ムに つ い て

の大 同小 異 の 注 解 の あ る こ とに 気 付 い て要 約 した もの で あ る。 いず れ も,ア ボ リジ ニ

自身 に よるか,多 年 に わ た る ア ボ リジ ニ文 化 の研 究 者 に よる もの であ る。 そ こには か

な りの実 感 な い しは 共 感 に も とつ く了 解 が示 され て い る とい って よい であ ろ う。 これ

を さ らに要 約 す れ ぽ つ ぎの よ うに い え よ う。す なわ ち,原 初 の時 代(ド リー ム タイ ム)

か ら現在 まで,ド リー ムは世 界 の一 体 性 の認 識 と して保 た れ て い る。そ れ は そ の ま ま,

ロ ック ア ー トや樹 皮 画 と して も表 現 され て認識 の手 が か りを 与 え,未 来 へ も引 き継 が

れ る。

　 この と こ ろの感 じ方 は,さ らに ロ ックア ー トの重 ね 描 きにつ い て の ア ボ リジ ニた ち

の見 解 にお い て,い ま一 つ の生 き生 き した 感 じ方 と して知 る こ とが で き る。ロ ッ クア ー

トは,現 場 で観 察 すれ ぽ何 重 に も,先 に あ っ た絵 の上 に重 ね 描 き され て い る こ とが タ

くわ か る。 そ れ は,先 に あ った絵 を な ぞ る こ とで,古 い絵 を鮮 明 に再 生 した の で は な

く(そ の例 も もち ろん あ るが,一 般 に は)古 く薄 くな った絵 と無 関 係 に,ま るで先 に

描 い た絵 が無 いか の よ うに,上 へ 別 の絵 が重 ね られ て い る(バ ラマ ンデ ィの 上 に カ ソ

ガル ーの足 が重 な って い る,と い った よ うに)。

　 これ は なぜ そ うな ので あ ろ うか。 人 が 描 い た もの で は な く,精 霊 がみ ず か ら描 い た

と して ち,な ぜ平 気 で,先 に あ る絵 の上 へ 重 ね るの で あ ろ うか 。 この疑 問 に対 して,

岩 壁 面 は 限 られ て い るか ら,と か,昔 の人 は 一 度 習 字 した 紙 の 上 へ さ らに習 字 を した

ものだ とか,か な り合 理 的 な解 答 が考 え られ た 。 私 は しか し,ド リー ムの世 界 の姿 と

して ロ ッ クア ー トを 見 る うえ で,上 の解 答 は 筋 ちが い の よ うに 思 わ れ た。 そ う して,

ヴ ィ ク トリア ・リヴ ァー の ア ボ リジ ニの 見解 を見 いだ したILEWiS　 1988:49】 。ドリー

ミソ グの存 在 た ち は 自分 で描 き直 す のだ 。 それ は ち ょ うど,古 い木 が 枯れ た あ とに新

しい木 がそ こを 占め るの と同 じだ 。 済 ん だ よ,交 代 しよ う,み ん なを 新 し く し よ う,

とい ラわ け で あ る。 朽 ち た株 を お お う,新 しい しげみ 。

　 バ ー ソ トや ア イザ ックス に よれ ぽ,ロ ックア 」 トは絵 として で き あが った もの,と

い うよ うに み るべ き もの で は な く,描 くこ と 自体 が重 要 な の で あ りIISAAcs　 1984】,

リタ ッチ して新 し く鮮 明に し直 す 場 合 も,描 き手 と,描 き直 され た もの とは ドリー ム
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の 中 で 精 神 的 に特 殊 な 仕 方 で 結 ぽ れ て い るの で なけ れ ば な らな い と注 解 して い る

[BERNDT　 1982】。 この 注解 を通 してみ れ ば,〈 精 霊 が みず か ら描 い てい る〉 と信 じて

い る人 が,そ の手 で精 霊 や そ の他 の ドリー ム世 界 を描 いて い る,と い え る。

　 こ う して ふ たた び,先 に と りあげ た 疑 問 に戻 って くる。す なわ ち,ア ボ リジ ニ の精

神 世 界 に お い て,私 た ちは,私 た ち の精 神世 界 で は失 わ れ た先 史 時 代 の それ の化 石 を

見 いだ して い る の で あ ろ うか。 この疑 問 は,未 開 か ら文 明へ とい う,例 の慣 れ き った

見 解 の一 つ の具 体 例 とも 印象 づ け られ るゆ え に,一 つ の疑 問 と して の存 在理 由 を持 っ

て い る とい え よ う。

　 慣 れ き って い る考 え方 の例 と して は ル ロ ワ=グ ー ラ ンを挙 げ て お く。 蔵 持不 三 也 は

彼 の こ とを 「歴 史 が知 を創 造 し,知 が歴 史 を 創 造 す る 一 ア ン ドレ ・ル ロ ワ=グ ー ラ ン

の知 は正 に そ うした壮 大 な位 相 地平 に位 置 して い る。 つね に 人 類 の始 原 か ら出立 し,

現在 を経 て未 来 の 時 代 を も うが と うとす る彼 の 知 の 比類 な き営 み は,そ の ま ま人 類 が

生 き て きた歴 史 精 神 の営 み で もあ るの だ 」 【ie　"ア=グーラン 　 1985:293】 と評 して

い る。 そ のル ロワ=グ ー ラ ンに 対談 者 の ク ロー ド=ア ン リ ・ロケが 問 う。

　 「ナ ース トラ リア 原 住 民 の絵 に もた い へ ん関 心 を お 持 ち との こ とです が,何 が あ な

た を そ うさせ て い るの で し ょうか?」

　 「そ れ が真 に 神 話 文 字 で あ る とい うこ と,つ ま り何 ご とか を 語 る絵 で あ り,ひ た す

ら 口頭 に よ って 伝 え られ る内容 で あ る,と い う こ とで す 。 また,そ れ が神 話 的 な 時 間

の うち に ぶ ら下 が って い る こ と,言 い 換 えれ ば,正 確 な 時 間 の指 示 を 欠 い てい る とい

うこ と も,… 彼 らの絵 は こ うして お互 い の うち に有 機 的 な構 造 を とって い る ので す 。

・先 史 芸 術 に は似 て お りませ ん(旧 石 器 時 代 の芸 術 では 図像 の 中 に解 剖学 的 な正 確 さ

と動 きが 追 求 され て い るが)い った いに 非常 に 《直線 的 な》 オ ー ス トラ リア原 住 民 の

絵 には,そ の よ うな特 徴 が 全 く見 られ ませ ん 。」 【ル ロア=グーラン 　 1985:105】

　 「旧石 器 時代 の壁 画 の芸 術 が如 実 に示 して い る よ うに,人 間 は リズ ムを 図像 化 した

り,記 号 や 抽 象 シ ソボ ルを 描 い た りす る こ とか らは じめ,や が て 少 しず つ写 実 主 義 へ

と向 か って い き ます 。」 【ル ロア=グーラン 　 1985:1131

　 ル ロア=グ ー ラ ンは,も はや,『 ゴ ー ルデ ン ・バ ウ』 に お け る フ レイ ザ ー の よ うな

あか ら さ まな く進 化 論 〉 者 では な い 【FRAZER　 19251。 しか も な お 〈時 間 的序 列 〉 と

で も呼 ぶべ き もの が 潜 ん で い る。 私 もま た,こ れ か らは逃 れ る こ とが 出来 な い 。 こ こ

に問題 の根 が あ る,と い うべ きで あ ろ う。事 象 を く時 間 的 序 列 〉に おい て み る こ とは,

私 た ち が厳 し く訓 練 され て きた認 識 の 習慣 で あ り,こ れ が ア ボ リジ ニの ドリー ムや ロ

ッ クア ー トを,生 け る化石 か と疑 わ せ る原 因 で あ る。
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　私はさきに,ル ロア=グーラン のいう棒状の画,と りわけてそれが顕著な精霊 ミミ

の姿について,そ の了解の仕方の試論をこころみた。進化を時系列的に考えることを

やめ,時 々刻 々の生命形態の展開であると考えれぽ,す べての時点で 〈生命世界の全

体〉が成立している。精神作用の表現においても同様に,ど の時点にでもわれわれの

精神は本来的な表現活動のいっぽうで,他 者との了解可能性を増すための写実的表現

の傾向とを保っている。棒状の ミミの姿に相当する描画は,本 来的な表現活動の結果

であって,と りわけて原始性を強調する必要はない。その証拠に,わ れわれ自身が現

在でも同様に,必 要に応 じて棒状の人物像を描いていること,な どが試論の要点であ

った 【藤岡　 1988】。

　以上の試論の考え方が当を得ているとすれぽ,本 文で取 り上げたアボ リジニの ド

リーミングの世界もまた,同 じ方針によって了解できるのでなけれぽならない。ドリー

ムの世界は,わ れわれの昔の神話と似た型をとりながらも,同 時にわれわれ自身の現

在の精神世界としても生きているはずであろう。ではその現れ ともいえる現象が,い

まどこかで普通にみられるであろうか。私たちは,そ れが詩や童話の世界である,と

いってもよいであろ うし,心 理臨床の場でみられる箱庭やイメージ面接の記録におい

てみられるともいえる。また詩の世界の中から,わ れわれゐ心の基本的な性質を説き

あか した例 としてバシュラールの広範な業績を思い出すこともできる。フロイ トやユ

ングが精神世界の様相を理解するための手がかりを得るものとして神話に注目したの

も同じ理由からであったといえよう。そ うであれば,私 たちはいま,精 神作用の古い

形 としての神話的様相と,新 しい形 としての理論的様相とを,時 系列的に横に並べて

みているのではなく,精 神作用の内的かつ直感的な層 と,外 的かつ実際的な層との重

層構造を上から眺めおろ しているのである。これは私たちの視点の採 り方の問題であ

った,と いうべきであろ う。

　 そうであれば,次 の問題は,神 話的な内的な層が本来そなえている く実感〉性の問

題である。私たちは現在,自 然科学的認識の力をか りて,き わめて く合理的に〉自然

界の全体性を論 じている。これはもっぱら言語が備えている記号性に頼 って,自 然界

の全体性を論 じているために,具 体的に く自然〉に対 して手を加える際には,し ばし

ぼ 〈実感〉を欠いている。このことに慣れきってしまえぽ,ア ボリジニのジャッキー

・ウヌンが私たちをともなってブッシュに入ったときに,こ こにいるのは自分の友人

だから受け入れてほしい とい う意味の紹介を,ブ ッシュの中の精霊たちにして くれる

とい う行為は,い かにも子供 じみた原始的な行為として感 じられる。 しかしこの挨拶

の行為は,自 然界の全体性への 〈実感〉があればこそ,作 法 として成 り立つものであ
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り,〈実感〉が言語化されるとき,ド リームの内容として語られるものとなった,と

私には思われる。端的に言えば,自 然科学的認識は記号により,ド リーミングの認識

は感 じることによる。前者は専門家としての学者の手に握られるが後者は感 じている

一人一人の心の中に保たれる。 しかし私たちはいつのまにか,感 じることを軽蔑する

ようになった。

Ⅱ.気 功か ら自然を感 じること

　私は気功を習 うことによって,私 自身が 〈感 じる〉ということを,み ずから抑圧 し

てきたことに,は っきりと気付 くようになった。私はいま,知 り合いとなったジャッ

キー ・ウヌンたちが,ア ボ リジニの暮らしの中で,現 在では私たちがすっか り抑圧 し

てしまっている 〈自然を感じる〉ということを,現 在でも当然だとしていることを〈知

っている〉 といえる。〈自然〉はまず感 じるものだ,と いわなくてはならない。その

根拠をここでは考えてみたい。

　私は1988年 の3月19日 ～27日 にわたって,津 村喬を代表とする 「第3次 中国観気旅

行」に参加 した。内容は気功法の講習を主とし,あ わせて終わ りの一 日が学術交流に

あてられた。これが私にとっての,い わば本格的な気功法への入門にあたる。ついで

この年の7月 に,福 州大学の日本語教師である郁貝紅が留学生として私の研究室に研

究生 として加わった。郁は 日本語の高度の研修を目的 として留学したが,あ わせて中

国鶴翔庄の教授資格を持っていたので,その形を習い,8月 のオース トラリア旅行中,

ほとんど毎日,一 回は実行 していた。 さらに昨1989年6月 には,助 川明が天安門事件

をきっかけ として,帰 国,助 川の2年 間におよぶ中国気功法習得の成果に接するよう

になった。気功太極15勢,外 丹功予備式,そ の他の形を実演 してもらい,ご く表面的

にまねた りもしている。最近は創元社発行のビデオシリーズに収録されているスワイ

ショウをまねて,ほ ぼ毎日,30分 ～1時 間程度の実習を実行 している。ここでは気功

そのものが当面の話題ではないので,以 上は私自身の気功についての履歴を述べ,以

下述べることへの一つの信愚性の資料としたものである。

　以上のような実習を経るあいだに,他 の体験をも含めて く気感〉と呼ぼれる感覚が

だんだんに強くなってきたことがまず注目できる。

　掌の中央にある労宮と呼ぼれるツボのあた りが熱い,重 い,ビ リビリする感 じ,な

どが実習のたびにだんだんハ ッキ リしてきた。助川から送られる気を受けた感覚もま

たいっそ う・・ッキ リ感 じられるようになった。 この点は1980年 に,有 力な人から掌へ
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気を送られたのにまった く何も感じなかった事実があるので,気 感の感受性が実習を

通 して増すものであることを明瞭に証拠だてたことになる。

　私がはじめに習った中国鶴翔庄は,そ ののちの自発動を容易にし,し たがって養生

保健法 としての効用 も高いとして中国に一気に流行したといわれているが,私 自身も

実習を通 して自発動を体験 している。 自発動というのは,リ ラックスした身体が覚醒

意識の支配から脱 して,い わぽ勝手に動 き始めるのである。人によって,も ちろん動

きは異なるし,私 自身でもその日,そ の都度,動 き方は異なっている。気功法からの

解釈としては,自 発動によって身体が自分の動きたいように動いて,お のずから全身

の気のめ ぐりをよくし,全 体を整えるとい う。(こ の解釈は野 口整体において,活 元

運動と呼ばれている身体の自動運動のそれ と一致 しているといえる)そ してこの自発

動もまた,気 功の実習を重ねて全身が リラックスする程度が増せぽいっそう発動 しや

す くなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '

　今日,中 国気功法がわが国で知 られるようになったきっかけの一つは,こ の自発動

が外気によって誘発される現象がテレビを通 じて人目を引いたか らでもあろ う。気功

師が送る気を受けて,患 者の身体は前後に揺れた り,歩 いた り,何 か踊 りの手振 りを

するかのような動作をするようになる。この現象の実際には,北 京西苑病院内で私 も

接 している。見慣れていない目には一種異様な感 じでもあ り,見 る人の好みによって

は催眠術とも呪術 とも感 じられるであろう。しかしこの現象がそんなものではないこ

とを,私 自身の体験によって説明しておきたい。

　鵜沼は中国での鍼灸,気 功の研究をすでに6年 にもわたって積み,中 国での開業の

資格を持つ練達の人であるが,た またま私を訪問してくれ,私 の請いを容れて,外 気

を送 ってくれた。私は目を閉 じ,な るだけ リラックスして,気 を受けることを期待し

ているだけである。鵜沼は私の背後に立 っている。もちろん両者とも無言である。私

には鵜沼は見えず,何 をしているかは全 くわからない。

　 しばらくして私には背後から押される感 じがあ り,・上体が前にゆらいだ。これをき

っかけとして,私 の身体はいろいろに揺れた。後ろへ揺らぐときには,背 中のあた り

に空虚が発生 した感 じで,そ れによって後ろへ吸い寄せられるようである。 しばらく

揺れたのち,上 体を下へ引かれるように感 じて,ゆ っくりとしゃがんでしまい,さ ら

にしぼらくののちに尻を下へおろし,つ いには仰向けに寝てしまった。

　 こんどは胸筋のあた りに鵜沼の両掌が貼 りついてひっぽ りあげている感覚が強烈に

感 じられて,そ の感 じのままに私はゆっくりと,も とのように立ち上がって しまった。

これらのことを,外 気を送ることによって,事 前の何の了解 もなしに,鵜 沼は私にざ
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せてしまったのである。

　この体験から次のことがいえる。外気を受けている私の意識水準は,催 眠を受け入

れているときのそれに極めてよく似ている。 しか しこれが催眠術の現象でないのは,

何も暗示されていないとい う点で明らかである。私自身でさえ,つ ぎに私の身体がど

のような動 きをするかを予測できないままに動いている。意識的な制御をやめ,身 体

の動きのままにしようとする意志のようなものは,かすかに働いているといってよい。

するとこれは,う まく鶴翔庄を終わったあとの自発動の動 きと同じ現象であるといえ

る。この際,身 体はまった く身体 自身が動きたいように動 く感 じであって,私 の意識

はむ しろその動 きに添って動いているのだといってよい。これはある程度の忘我の境

地 と呼んでもよく,事 実,終 わったあと,目 をひらいて,ア,自 分はここにいたのか

と軽 く驚 くようなことは しば しぽ経験する。 したがって外気を受けて動 くとい う現象

は決 して催眠現象ではない。暗示はどこにも存在 しない。しかも受け手の動きと送 り

手の動 きとはよく同調 している。この点は,私 のこの場合は同席者が確認 しているし,

私自身が他者に気を送る場合も,鵜沼ほどの強 さには遠 くおよばないにもかかわらず,

私の送 り方と受け手の動きとはかな り同調 している(特 に前へ押すつもりのとき)経

験があるので疑いの余地はない(ち なみに,私 の身体と鵜沼の手との問には平均的に

1.5mは いつもひらいていた)。

　以上の例によって,私 としては,人 が互いに気を感じ合 うこと,を 知 っているし,

したがってテレビ画面に報道的に紹介されている外気の例はすべて事実であるとい う

ことができる。

　 これに関連 して,少 し本論の趣旨からはなれるきらいはあるが,こ の際触れておき

たい点がある。それは,こ んにち報道されている外気医療 という現象が,ま るで気功

師が送る外気のみによって治療されるかのように受げ取 られがちであるという点であ

る。このことがいっそ う気功法というものの流行をうながしているかもしれない。 し

か し,も しそのように解されているとすれば,そ れは誤解である。外気を受けて自発

動をおこすことによって患者の体内の気血のめぐりをうながす効果はあるにしても,

その一方で患者が,処 方された気功法をみずから熱心に実行していることを軽視 して

はいけない。ガンが治ったとい う例 もそ うであって,外 気のみで治るとい うことは皆

無でないに しても一般的でないことは間違いないといえる。患者の身体が気功 と自発

動 とを通 して,自 分にとってのぞましい気血のめぐりをみずから見いだす,と いう点

にこそ真の要点があるというべきである。

　 ち ょうど8年 前には,私 は掌に気を送られてもまった く無感覚であって,〈気〉は
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単なる哲学的概念にすぎなかった。その後,少 しずつ実感は増 し,納 得もしはじめて

はいたものの,本 格的に気功を気功法 として実習 しはじめたのは先にのべた北京の経

験以来の2年 間にすぎない。この年数の少なさと65才 という年齢を考慮すれぽ,誰 で

もその気になって気功を練習すれば容易に私の程度にまでは達 しうるといえる,い わ

ば普通の現象であって,取 り分けてウサソクサイと思われるような特異な現象なので

はないこともあわせて注意 しておきたい(野 口整体をはじめとして,わ が国にも同型

の現象はすでに少なくないことも合わせて注意 しておきたい)。

　本論の文脈にもどって,人 と人との間に気感の交流があるとして,木 や石との間に

も同様のことは認められるであろうか。この点では今田求仁夫が数年来 「樹林気功」

な提唱しているが,私 自身はまだこれには参加 していない。北京での初めての気功講

習の際には,そ の機会があって,私 自身 も由緒ある古木の前に立って掌を向けてみた

りもしたが,何 の感 じもなく,て れ くさいぽか りであった。 しか しその後オース トラ

リアの樹に何気なく掌を向けたとき,掌 に激しいビリビリとする振動感覚があってび

っくりしたことがある。同様の軽い感覚はその後2回 ほど経験 しているが,そ れを感

じさせる木とそ うでない木とのちがいについては見当がつかない。樹林気功 とい うこ

とも事実ある,と いう点ではいまは納得 しているが,ま だよくわかったという実感は

得られないでいる。しかし仮説的にいえぽ,陽 光を浴びていても,眼 にみえているの

は可視光線の波長のものであるにすぎないのと同様に,木 から何かを受け取 っていな

がら,た またま感 じとれる場合は少ないのであると考えることはできる。実際,森 林

の中へ歩み入った際に,何 ともしれぬ,表 現しがたい森の気を雰囲気 として受け取る

ことは一般にはよく認められてお り,そ れなればこそフィトンチ ッドといった物質的

基礎さえ探 りあてるようになったのである。これを急に万物にまで広げることには論

理的な飛躍があるξいわねぽならないが,仮 説的には,私 たちはみな万物から気を受

け,私 たちもまた万物へ気を送っている,と することは許 されねばならない。一挙に

万物といわずに,特 に身の回 りのよく見知 った事物の程度の範囲にとどめれば(人 に

よってその範囲の広狭の差は大きいであろうが),と りわけてアヤシイことを述べて

いるとも思われない。思えぽ,昔 の人たちは,ご く素朴にこうした感覚を知 りつつ暮

らしていたのであったろう。こんにち私が,い かにも事々しく,ま た論証がましくこ

うしたことをあらためて述べねばならないのは,近 代産業社会を維持 してゆ くべきメ

ンバーの一人としての,意 識の層への訓練による,と いうべきであろう。

　 こうして私は,も う一度アボリジニの ドリームの世界へ立ち戻る用意ができたよう

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,

316



藤 岡　 　ドリー ミングのための覚 え書 き

Ⅲ.　ドリーミング を理解す る こと

　 「自分の心のなかの世界と,自 分を取 り囲んでいる現実の自然 とがどうやらシソク

ロして動いているらしいとい うことに気づいた。わたしの見ている雲は,も はやいつ

も見ている雲ではなかった。それはまるで生き物のように自分の心の状態に合わせて

形を変え,そ れにつれて砂漠全体が呼吸をしていることが突然知覚できた。

　心のどこかに自分を呼ぶ声が してやもたてもたまらず,私 たちは目の前にただ一本

しかない道をさらに車を走 らせた。

　わた しを呼んでいたのはこの場所だった。わた しはこの場所に見つけられたのだ。

その頂にただ一人で腰をおろして,ど れ ぐらい時が流れただろうか,あ る時わた しは

初めてその場所全体を見ている自分がいることに気づいた。わた しは空からその頂に

いるもう一人の自分を見ていた。

　その場所は,こ の地球が最初にできた時,ま だ大地が柔らかかった頃に,地 面があ

たかも海の波のように大きくひとつ波を打ち,そ の波がいましも崩れ落ちようとした

まま固まってしまったかのような地形を見せていた。わたしは,今,と てつもな く大

きな波のてっぺんに乗っかっているのである。

　ここでは石ですら生命を持ち,山 々は偉大なる呼吸を繰 り返し,植 物も鳥も人間も,

その全てが全体 として調和がとれているのだ。そのなかのひとつに起こることは全体

に影響を与え,世 界はそれに合わせて微妙に姿を変えつつあった。

　私は,こ れまで自分を育ててくれた両親や 自分に血を分けてくれている祖先たち,

街に残 してきた妹や友人たちのことを,生 命のつなが りのことを考えた。これ まで育

ててくれた一切の生命に対する感謝の気持ちがいつまでもあふれ続けた。私は,少 し

もさみ しいとは感じなかった。それ どころか,こ の世に生まれたことを,心 底あ りが

た く感 じて,い つまでも私はその場所を去 り難 く思ったものだった」【北山　 1988:

21-25]。

　非常識かとおもわれるほどに引用が長 くなったが,私 はまるでここに ドリーム,ド

リームタイムという言葉のきわめて具体的な描写を見出したかのように感 じたからで

ある。北山は,は じめは大きい関心も持たずにカ リフォルニアに住み,二 年目に砂漠

に入ってその魅力に気づき,デ ス ・バ レーへ行 くにおよんで体験 したことを上のよう
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に 描 写 した。

　 ア ボ リジ ニの 友人,ジ ャ ッキ ー ・ウ ヌ ンの 語 る とこ ろに よれ ば,か れ らは 一 人 静 か

に ド リー ムの 場 所 に行 き,決 して そ の聖 な る場所 に は泊 ま らず,キ ャ ソプサ イ トへ 帰

る とい う。 また か れ らは 他 所 者 に は 決 して 明か す こ との ない儀 式 を,今 も聖 所 へ 集 ま

って は実 行 し伝 承 して い る。 そ のか れ らの ドリー ムに つ い て,「 そ の肝 要 な ところ は,

す べ て の生 き物,す べ て の 自然 は 本 質 的 に は共 通 性 を持 ち本 質 的 に は 一 つ な の で,人

は そ の一 部 で あ り,皆 が 生命 の本 質 を共 有 して,自 然 の環 境 に あ るす べ て の もの と一

種 の 基礎 的 同一 性 を 分 か ち 合 って い る とい う こ とだ 」 【BERNDT　 1982:21】,と バ ー ン

トが 指摘 して い る。 ア メ リカの砂 漠 に 感 応 した 北 山 の 描写 は,バ ー ン トの ドリー ムの

説 明を 生 き生 き と感 じさせ る。

　 北 山 は この の ち,日 食 を 見 よ うと して砂漠 に入 り,縁 あ って ロー リソグ ・サ ンダ ー

と呼 ぶ メ デ ィス ソマ ンに 会 う。 そ して ア メ リカ ・イ ソデ ィア ンの精 神 世 界 に 共 鳴 し,

自分 の 心 の旅 の記 録 を 書 い た 【北 山　 19881。

　 この,北 山 に よ って 紹 介 され た ア メ リカ ・イ ソデ ィア ソの,メ デ ィス ソ,夢 み る こ

と,儀 式 の時 の歌,な どを 読 む と き,私 は 似 た よ うな感 覚 を,ア イ ザ ックのrオ ー ス

トラ リア人 のドリーミング 』 の 神話 的,民 話 的物 語 を読 む と きに 感 じて しま う。 そ こ

に は,ア ボ リジ ニ固有 の 内容 が 語 られ て お りな が ら,し か も見 事 に 共 通 した世 界観 あ

るい は世 界 に対 す る態 度,と いえ る もの が あ り,バ ー ン トが,先 に 引 用 した よ うに,

そ の こ とを要 約 した の で あ る。 そ れ らは 〈こ ど もの お は な し〉 の よ うで あ りな が ら,

〈神 話,説 話 〉 で あ りな が ら,同 時 に,今,生 きつ つ あ る精 神 の内 容 で も あ る とい え

る。 た だ 覚醒 意 識 が捉 え る物 事 の 姿 に こだわ る こ とを さえ,や め れ ぽ よい の で あ る。

　 した が って,ア イ ザ ッ クや バ ー ン ト,そ の他 ア ボ リジ ニのドリーミング を 解 説 す る

ほ どに,そ の文 化 に 入れ あ げ た 白人 で な い場 合 は,ア ボ リジ ニを 原 始 人 と して観 念的

に 捉 え て しま うこ とに よ って ズ レが 生 じて い る点 に も注 目す る意 味 が あ るで あ ろ う。

そ こに は や は り未 開 と文 明 の対 比 が 残 され て い る。

　 「牛 は 物理 的世 界 に 住 む 。 ほ とん ど精 神 が な い と いえ よ う、。 人 間 もまた 物 理 的世 界

に住 ん で い て,こ の問 題 に対 処 しなけ れ ば な らない 。しか し人 間 は 文 明 を築 き上 げ た,

《物理 的世 界は 十 分 で な い》 た めで あ る。現 実 に打 ち まか され るほ ど嫌 な もの は ない 。

未 開 人 は 幼 い 子供 と同 じ理 由か ら説 話 を 好 む 。説 話 に よ って現 実 か ら逃 避 で き,単 な

る 〈現 実 〉 か ら記憶 と創 造 力 を 解 き放 つ ことが 出来 るた め で あ る。 ア イ ソ シュタ イ ソ

も同 じ点 を突 い て い る。 〈一 ・・人 間 を 芸 術 や 科 学 へ と導 く非 常 に 強 い 動機 の一 つ は,

未完 成 の苦 しみ や 望み な き夢 を手 に,日 常 生 活 か ら逃 避 す る こ とに あ る。 … ・一す ぐ
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れた気質の持ち主は個人的生活から,客 観的知覚と思考の世界へと逃避する。 この欲

望は,市 井人が喧騒と不自由の環境を離れ,高 山の静寂に向かわんとする抗しがたい

憧れにも比することが許されよう。〉」【ウィルソン1972:22】

コリン・ウィルソンは私が最も敬服する思想家の一人であるが,こ の引用文によっ

て見いだされるかれは,い わば文明人の精神の最も砥ぎすまされた様相,と でもいう

べき,覚 醒意識の最高の覚醒,と もいえる理想状態を仮定 していることになる。そこ

に見いだされるのは 〈意志〉である。そしてそのいっぽ う,未 開と文明の対比にいま

だに拘束されている。「未開人は幼い子供と同 じ理由から説話を好む」とウィルソン

が主張するとき,「牛は物理的世界に住む」というのも,人 間の 〈意志〉が く現実〉

を超えるというのも,実 は一つの説話にほかならないとは,か れ自身が認めた くない

だけのことである。

「ちょうどゴールに向かってボールを ドリブルする時,サ ッカー選手が必要として

いるように。この行為は成功を約束されている 《わけではない》。素晴らしい成功か

ら完全な失敗までの甚だ しい可能性があ り,波 乗 りの時のように行為の全行程は 《意

志の観点から》前方を見渡しているのである。

一方 ,も し人間が毎分毎分の,毎 秒毎秒の実存を意志によって完全に支えているこ

とを知るに到ったなら,そ の結果,人 間の意識の質に全体的変化が生じることだろう」

【ウ1ル ソソ1972:541。

このようにコリン・ウィルソン は,い わば文明人としてのプライ ドに満ちて,ニ イ

チ ェのようにそびえ立つ。思 うにこれは,一 つの頂上を目指すもう一つの登山路では

あるが,若いころの白穏禅師を禅病に誘い込んだような峻烈な路でもあるようである。

すなわち,〈意志〉へのこれほどの思い入れもまた,ウ ィル ソン自身の説話にほか

ならないことを知るべきである。

ところで,ウィルソン は,還 元主義が崩壊 しつつあると指摘 している箇所ではアリ

スター ・バーディを引き合いに出している。

「還元主義は一たとえぼしぼしぼ外見上そう見えたとしても一観念論に対する唯物

論的愚弄と片付けてしまってはならない。む しろ,あ まりに多くを企てたときには何

も始末ができないのではないかという恐れから,《物事に始末をつけてしまおう》,片

付けてしまお うとする 《欲望》のことなのだ。1965年,正 統ダーウィン 主

義者にしてオクスフォー ド大学の動物学教授であるア リスター ・バーデ ィ卿はギフ

ォー ド講演の席上で主張 した。遺伝子はあるいはテレパシーに影響されているのかも

・知れない,生 物学的現象の中にはなんらかの 〈集合精神〉を仮定 して,初 めて説明で
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きるもの も存在す ると。〈還元主義〉は崩壊 の途上にあったのだ。」1ウィルソン

1972:42-43】

　その一一デ ィは,『神の生物学』の中でウィリアム ・ジェームズの文を引用したの

ちにかれ自身の問題を述べている。

　 「ジェームズは次のように述べている。このように心理学 と宗教は,こ の点に到る

まで完全な調和を示 している。とい うのは両者 とも,意 識的個人の外側にあってその

人の生活に救いをもたらすようにみえる力が存在することを認めているからである。」

「ここでジェームズは確かに最 も重要な点に触れている。人間の宗教生活にそんなに

も重大な役割を演 じているこれらの力は,そ の人の潜在意識にのみ属 しているのだろ

うか。それともそれらは自己を超えたなんらかの 〈力〉との超感覚的接触のようなも

のを指 し示すのか。それが問題である。」【バーディ　 1975:1431

　こうして,ア リスター ・バーディの指摘 した問題は,解 答という形ではな く,我 々

の精神世界の現実の内容として,オ ース トラリア ・アボリジニのドリーミング に,ア

メリカ ・インディアソのスピリチュアル ・ワール ドにおいて具体化されている。同時

にまた,い わゆる く文明人〉であっても,意 外に多くの普通の人が,何 でもないとき

にさえ,突 然に世界の本質的な姿を感 じとる例があることを,バ ーディ自身,実 証 し

たのが他ならぬr神 と生物学』 という業績であった。 したがって,こ れに合わせて,

本文第2節 に述べた気の交流の実感の問題を考えれぽ,事 は本質的に宗教 〈的〉なる

事なのであ り,ド リームの世界は同時に我々の世界であるともいえることに気付かざ

るをえない。

　 とはいえ,以 上はドリーミング の性質についての考察であって,こ の考察は決して

オース トラリア ・アボリジニ くの〉 ドリームとい う固有性については,ま だ正当に触

れているわけではない。それには私自身の資料読み込みはまだまった く不十分であ り,

引用文献の選択についても恣意的であるとのそしりをまぬがれないであろう。本文の

表題を 「ドリー ミングのための覚え書 き」とした所以である。了承 されたい。なお,

実感の問題については,ジ ャッキー ・ウヌソの他,ア ーネムラン ド在住の ウォレスそ

の他の方々からきいた話に大いに助けられている。本文ではそれ らの例はすべて省略

したが,そ れ らの話は別の機会に具体例 として生かしたいと希望しつつ,こ の機会に

謝意を表 したい。
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